
(57)【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

  左 右 一 対 の 眼 体 と 左 右 一 対 の 眉 体 と を 少 な く と も 備 え た ロ ボ ッ ト に お い て 、

  各 眉 体 の顔 左 右 方 向 に お け る 中 心 部に 、剛 性 及 び 可 撓 性 を 有 す る 線 状 体 か ら 成 り眉 体 を

保 持 す る と 共 に押 し 下 げ る 方 向 に 作 用 す る 眉 体 ガ イ ド を 設 け る 一 方 、

  各 眉 体 の顔 左 右 方 向 に お け る 内 端 部に 糸 状 体 を 連 結 し 、 そ の 両 糸 状 体 を 共 に 引 き 上 げ る

内 端 引 き 上 げ 手 段 と 、

  各 眉 体 の顔 左 右 方 向 に お け る 外 端 部に 糸 状 体 を 連 結 し 、 そ の 両 糸 状 体 を 共 に 引 き 上 げ る

外 端 引 き 上 げ 手 段 と を 設 け て 、

  眉 体 の 上 下 動 と 回 転 と を 、 ２ 体 の 引 き 上 げ 手 段 で 司 る

  こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

  引 き 上 げ 手 段 が 、 糸 状 体 を 回 転 軸 に 連 動 連 結 さ せ た モ ー タ で あ る

  請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

  眉 体 が 、 眼 体 と は 別 体 の 頭 部 カ バ ー に 付 設 さ れ る

  請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

  左 右 一 対 の 眼 体 と 左 右 一 対 の 眉 体 と を 少 な く と も 備 え た ロ ボ ッ ト に お い て 、

  各 眉 体 の顔 左 右 方 向 に お け る 中 心 部に 、剛 性 及 び 可 撓 性 を 有 す る 線 状 体 か ら 成 り眉 体 を
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保 持 す る と 共 に押 し 下 げ る 方 向 に 作 用 す る 眉 体 ガ イ ド を 設 け る 一 方 、

  各 眉 体 の顔 左 右 方 向 に お け る 内 端 部に 糸 状 体 を 連 結 し 、 そ の 両 糸 状 体 を 共 に 引 き 上 げ る

内 端 引 き 上 げ 手 段 と 、

  各 眉 体 の顔 左 右 方 向 に お け る 外 端 部に 糸 状 体 を 連 結 し 、 そ の 両 糸 状 体 を 共 に 引 き 上 げ る

外 端 引 き 上 げ 手 段 と を 設 け て 、

  眉 体 に 対 す る 眉 体 ガ イ ド に よ る 作 用 力 と 、 眉 体 に 対 す る ２ 体 の 引 き 上 げ 手 段 に よ る 作 用

力 と を 調 整 し て 、

  眉 体 の 上 下 動 と 回 転 と を 司 る

  こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ １ 】

【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】

本 発 明 は 、 ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 を 顔 の 表 情 と し て 簡 易 に 表 現 す る 方 法 及 び そ の 方 法 を 実 施

す る 装 置 に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

【 従 来 の 技 術 】

ロ ボ ッ ト は 工 業 製 品 の 生 産 分 野 に 始 ま り 、 建 設 、 土 木 、 農 林 、 教 育 、 医 療 、 サ ー ビ ス と 幅

広 い 分 野 で 用 い ら れ て い る 。 こ れ ら の 分 野 で 用 い ら れ て い る ロ ボ ッ ト は 、 例 え ば 自 動 車 生

産 に お け る 溶 接 ロ ボ ッ ト や 塗 装 ロ ボ ッ ト 等 に 代 表 さ れ る よ う に 、 人 間 が 作 業 し に く い 劣 悪

な 環 境 で の 作 業 や 、 作 業 効 率 の 向 上 、 或 い は 人 間 の 作 業 を 補 完 す る た め に 用 い ら れ て い る

の で 、 明 確 な 作 業 機 能 を 有 す る 作 業 ロ ボ ッ ト と い え る 。

他 方 、 玩 具 と し て 、 感 情 を 表 現 し 、 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が で き 疑 似 ペ ッ

ト と し て の ペ ッ ト 型 ロ ボ ッ ト が あ る 。 こ れ は 、 作 業 機 能 は 備 え な い 代 わ り に 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 機 能 を 有 す る の で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ロ ボ ッ ト と い え る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

ま た 、 ロ ボ ッ ト が 、 研 究 ・ 開 発 さ れ 、 実 用 化 さ れ つ つ あ る 。 ロ ボ ッ ト に は 、 歩 行 や 移 動 の

で き な い タ イ プ 、 車 輪 や キ ャ タ ピ ラ を 用 い て 移 動 す る タ イ プ の 他 に 、 二 足 歩 行 が 可 能 な タ

イ プ も あ る 。

こ の よ う な 状 況 下 で 、 ロ ボ ッ ト は 、 作 業 ロ ボ ッ ト と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ロ ボ ッ ト の 双 方 の

機 能 を 有 す る も の が 望 ま れ て い る 。

従 来 の ロ ボ ッ ト と 同 様 に 、 例 え ば 宇 宙 環 境 や 放 射 能 管 理 施 設 等 の 人 間 が 作 業 で き な い よ う

な 環 境 で の 作 業 か ら 、 警 備 、 医 療 、 施 設 、 家 庭 等 と 幅 広 い 分 野 で の 利 用 が 考 え ら れ て い る

。 現 在 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 能 を 利 用 し て 、 医 療 施 設 で は ロ ボ ッ ト と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を と る こ と で 精 神 障 害 の 改 善 や 、 公 共 施 設 で は 施 設 内 の 案 内 と し て 用 い ら れ て い る も の

が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

感 情 表 現 は 、 作 業 ロ ボ ッ ト と し て の ロ ボ ッ ト に お い て は 特 に 必 要 と さ れ な い が 、 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ロ ボ ッ ト と し て 、 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 場 合 に は 不 可 欠 な 要 素 で あ

る 。

し か し 、 従 来 の ロ ボ ッ ト に は 、 喜 怒 哀 楽 と い っ た 感 情 を 表 現 で き る ロ ボ ッ ト が ほ と ん ど な

い 。

感 情 を 表 現 す る に は 、 眉 の 動 き で 示 す の が 最 も 分 か り や す い 。 眉 を 上 下 左 右 に 動 か し た り

回 転 さ せ て 感 情 を 表 現 す る 手 段 と し て 、 次 の よ う な も の が 考 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

例 え ば 、 眉 の 四 隅 に そ れ ぞ れ ワ イ ヤ ー を 固 定 し 、 そ れ ぞ れ の ワ イ ヤ ー を 個 別 に 牽 引 し て 眉

を 変 位 さ せ る こ と で 、 眉 を 動 作 さ せ る 。 こ れ え に よ る と 、 ４ 本 の ワ イ ヤ ー で 眉 を 動 作 さ せ

る た め 、 一 対 の 眉 を 動 作 さ せ る た め に は ８ 本 の ワ イ ヤ ー が 必 要 と な り 、 眉 の 自 由 度 や 表 現

性 は 高 い が 、 複 雑 な 構 造 と な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

ま た 、 眉 を 上 下 、 回 転 さ せ 表 現 す る 方 法 も あ る 。 眉 を 上 下 、 回 転 さ せ る た め に 、 後 頭 部 に
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上 下 動 用 モ ー タ と 回 転 用 モ ー タ を 設 け 、 眉 と モ ー タ と は 針 金 で 連 結 す る 。 こ れ に よ る と 、

一 対 の 眉 を 動 作 さ せ る た め に は ４ 個 の モ ー タ を 使 用 し な け れ ば な ら ず 、 モ ー タ を 設 置 す る

た め に 大 き な ス ペ ー ス が 必 要 と な っ て し ま う 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト が 動 作 す る 際 に 、 眉 が 振 動

し た り 、 眉 を 高 速 で 動 作 さ せ る と 、 眉 と 針 金 が 共 振 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

さ ら に 、 眉 の 外 端 に 支 点 を 設 け 、 支 点 を 中 心 に 眉 を 回 転 さ せ る 方 法 も あ る 。 眉 を 回 転 さ せ

る た め に は 、 眉 後 部 に モ ー タ を 設 け る 。 こ れ に よ る と 、 一 対 の 眉 を 動 作 さ せ る た め に は モ

ー タ が ２ 個 で 済 む が 、 眉 の 自 由 度 が 低 い た め 、 驚 き と 恐 れ の 表 現 が 図 別 で き な い と い う 問

題 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

そ こ で 、 本 発 明 は 、 ロ ボ ッ ト の 眉 体 を 簡 易 な 構 造 で 動 作 さ せ て 、 豊 か な 感 情 表 現 を す る 方

法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 問 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 方 法 及 び 装 置 は 、 眉 体 の 両 端 部

及 び 中 心 部 を 上 下 駆 動 さ せ て 、 感 情 を 表 現 す る こ と を 図 る 。

す な わ ち 、 右 右 一 対 の 眼 体 と 左 右 一 対 の 眉 体 と を 少 な く と も 備 え た ロ ボ ッ ト に お い て 、 各

眉 体 の 略 中 心 に 、 眉 体 を 押 し 下 げ る 方 向 に 作 用 す る 眉 体 ガ イ ド を 設 け る 一 方 、 各 眉 体 の 略

内 端 に 糸 状 体 を 連 結 し 、 そ の 両 糸 状 体 を 共 に 引 き 上 げ る 内 端 引 き 上 げ 手 段 と 、 各 眉 体 の 略

外 端 に 糸 状 体 を 連 結 し 、 そ の 両 糸 状 体 を 共 に 引 き 上 げ る 外 端 引 き 上 げ 手 段 と を 設 け て 、 眉

体 の 上 下 動 と 回 転 と を 、 ２ 体 の 引 き 上 げ 手 段 で 司 る こ と を 特 徴 と す る 。

こ れ に よ っ て 、 眉 体 に 対 す る 眉 体 ガ イ ド に よ る 作 用 力 と 、 眉 体 に 対 す る ２ 体 の 引 き 上 げ 手

段 に よ る 作 用 力 と を 調 整 し て 、 眉 体 の 上 下 動 と 回 転 と を 司 る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

こ こ で 、 引 き 上 げ 手 段 を 、 糸 状 体 を 回 転 軸 に 連 動 連 結 さ せ た モ ー タ で 構 成 し て も よ い 。

ま た 、 眉 体 を 、 眼 体 と は 別 体 の 頭 部 カ バ ー に 付 設 さ れ て も よ い 。

眉 体 ガ イ ド を 、 剛 性 及 び 可 撓 性 を 有 す る 線 状 体 で 構 成 し 、 そ の 眉 体 ガ イ ド を 誘 導 す る ス リ

ッ ト を 、 頭 部 カ バ ー の 略 下 端 に 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 示 し た 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 実 施 形 態 は

、 本 発 明 の 主 旨 か ら 逸 脱 し な い 限 り 適 宜 設 計 変 更 可 能 な も の で あ る 。 図 １ 及 び ２ は 、 本 発

明 に よ る 人 間 型 の ロ ボ ッ ト の 眉 周 辺 を 示 す 正 面 説 明 図 と 平 面 説 明 図 で あ り 、 眉 の 動 作 例 を

、 図 ３ な い し １ １ に 示 す 。

【 ０ ０ １ ２ 】

正 面 視 （ 図 １ ） で 示 す よ う に 、 ロ ボ ッ ト 顔 部 に 配 設 さ れ て い る 眼 体 （ １ ） の 上 方 に 、 頭 部

全 体 を 覆 う 椀 状 の 頭 部 カ バ ー （ ２ ） が 設 け ら れ て い る 。

そ の 頭 部 カ バ ー （ ２ ） に お け る 左 右 眼 体 （ １ ） （ １ ） の 各 上 部 位 置 に は 、 一 対 の ス リ ッ ト

（ ４ Ｌ ） （ ４ Ｒ ） が 側 方 に 向 か っ て 傾 斜 し た 形 態 で 備 わ る 。

頭 部 カ バ ー （ ２ ） の 内 部 に は 、 終 端 部 を 略 Ｌ 字 状 に 折 曲 し た 金 属 性 の 線 状 素 材 か ら な る 眉

体 ガ イ ド （ ５ Ｌ ） が 、 頭 部 カ バ ー （ ２ ） 内 面 に 配 設 さ れ た カ ラ ー （ １ ４ ） の ガ イ ド 孔 （ ２

０ ） と カ ラ ー （ １ ５ ） の ガ イ ド 孔 （ ２ １ ） を 貫 通 し て 保 持 さ れ 、 眉 体 ガ イ ド （ ５ Ｌ ） の 先

端 部 は ス リ ッ ト （ ４ Ｌ ） の 下 端 の 開 口 部 に 達 し て い る 。 眉 体 ガ イ ド （ ５ Ｌ ） の 先 端 部 は 、

左 眉 体 （ ３ Ｌ ） の 略 中 心 下 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

同 様 に 、 終 端 部 を Ｌ 字 状 に 折 曲 し た 金 属 性 の 線 状 素 材 か ら な る 眉 体 ガ イ ド （ ５ Ｒ ） が 、 頭

部 カ バ ー （ ２ ） 内 面 に 配 設 さ れ た カ ラ ー （ １ ９ ） の ガ イ ド 孔 （ ３ ２ ） と カ ラ ー （ １ ８ ） の

ガ イ ド 孔 （ ２ ９ ） を 貫 通 し て 保 持 さ れ 、 眉 体 ガ イ ド （ ５ Ｒ ） の 先 端 部 は ス リ ッ ト （ ４ Ｒ ）

の 下 端 の 開 口 部 に 達 し て い る 。 眉 体 ガ イ ド （ ５ Ｒ ） の 先 端 部 は 、 右 眉 体 （ ３ Ｒ ） の 略 中 心

下 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】

左 眉 体 （ ３ Ｌ ） の 略 外 端 の 上 部 に は 、 強 度 と し な や か さ を 有 す る 糸 状 素 材 か ら な る 左 眉 体

外 端 テ グ ス (６ )が 取 り 付 け ら れ 、 略 内 端 の 上 部 に は 、 左 眉 体 内 端 テ グ ス （ ７ ） が 取 り 付 け

ら れ て い る 。 同 様 に 、 右 眉 体 （ ３ Ｒ ） の 略 内 端 上 部 に は 右 眉 体 内 端 テ グ ス （ ８ ） 、 略 外 端

上 部 に は 右 眉 体 外 端 テ グ ス （ ９ ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。

頭 部 カ バ ー （ ２ ） の 前 頭 部 に は 、 各 テ グ ス(６ )（ ７ ） （ ８ ） （ ９ ） を 頭 部 カ バ ー （ ２ ） 内

部 に 導 入 す る た め の 導 入 孔 （ １ ０ ） （ １ １ ） （ １ ２ ） （ １ ３ ） が 、 眉 体 （ ３ ） の 上 方 に 並

ん で 穿 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

導 入 孔 （ １ ０ ） （ １ １ ） （ １ ２ ） （ １ ３ ） の 上 方 に は 、 頭 部 カ バ ー （ ２ ） の 前 頭 部 内 面 に

略 円 柱 形 の カ ラ ー （ １ ５ ） （ １ ６ ） （ １ ７ ） （ １ ８ ） が 配 設 さ れ て い る 。 カ ラ ー （ １ ５ ）

（ １ ８ ） の 上 方 に は 、 前 記 し た 略 円 柱 形 の カ ラ ー （ １ ４ ） （ １ ９ ） が 配 設 さ れ て い る 。

カ ラ ー （ １ ４ ） に は 、 中 心 軸 に 取 付 孔 が 、 直 径 方 向 に ガ イ ド 孔 （ ２ ０ ） が 穿 設 さ れ て い る

。 カ ラ ー （ １ ５ ） に は 、 中 心 軸 に 取 付 孔 が 、 直 径 方 向 に ガ イ ド 孔 （ ２ １ ） と 、 ガ イ ド 孔 （

２ １ ） と 直 交 す る 二 つ の テ グ ス 孔 （ ２ ２ ） （ ２ ３ ） が 中 心 軸 を 挟 ん で 対 峙 す る よ う に 穿 設

さ れ て い る 。 同 様 に 、 カ ラ ー （ １ ６ ） に は 、 中 心 軸 に 取 付 孔 が 、 直 径 方 向 に テ グ ス 孔 （ ２

４ ） と 、 テ グ ス 孔 （ ２ ４ ） と 直 交 す る 二 つ の テ グ ス 孔 （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） が 中 心 軸 を 挟 ん で

対 峙 す る よ う に 穿 設 さ れ て い る 。 カ ラ ー （ １ ７ ） に は 、 中 心 軸 に 取 付 孔 が 、 直 径 方 向 に テ

グ ス 孔 （ ２ ７ ） と 、 テ グ ス 孔 （ ２ ７ ） と 直 交 す る テ グ ス 孔 （ ２ ８ ） が 穿 設 さ れ て い る 。 カ

ラ ー （ １ ８ ） に は 、 中 心 軸 に 取 付 孔 が 、 直 径 方 向 に ガ イ ド 孔 （ ２ ９ ） と 、 ガ イ ド 孔 （ ２ ９

） と 直 交 す る 二 つ の テ グ ス 孔 （ ３ ０ ） （ ３ １ ） が 中 心 軸 を 挟 ん で 対 峙 す る よ う に 穿 設 さ れ

て い る 。 カ ラ ー （ １ ９ ） に は 、 中 心 軸 に 取 付 孔 が 、 直 径 方 向 に ガ イ ド 孔 （ ３ ２ ） が 穿 設 さ

れ て い る 。

取 付 孔 、 ガ イ ド 孔 、 テ グ ス 孔 は そ れ ぞ れ が 連 通 す る こ と な く 穿 設 さ れ て い て 、 ガ イ ド 孔 は

、 眉 体 ガ イ ド が 滑 ら か に 動 作 す る 程 度 の ク リ ア ラ ン ス を 有 し 、 テ グ ス 孔 は 、 テ グ ス が 滑 ら

か に 動 作 す る 程 度 の ク リ ア ラ ン ス を 有 し て い る 。 ま た 、 ガ イ ド 孔 、 テ グ ス 孔 、 並 び に 各 孔

の 口 元 に は 、 潤 滑 剤 を 塗 布 し て も よ く 、 ま た 、 口 元 に は 緩 や か な 丸 み を 加 工 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

左 眉 体 （ ３ Ｌ ） の 略 外 端 上 方 に 取 り 付 け ら れ た 左 眉 体 外 端 テ グ ス （ ６ ） は 、 導 入 孔 （ １ ０

） よ り 頭 部 カ バ ー （ ２ ） 内 部 に 導 入 さ れ 、 カ ラ ー （ １ ５ ） の テ グ ス 孔 （ ２ ２ ） に 送 入 さ れ

た 後 、 カ ラ ー （ １ ６ ） の テ グ ス 孔 （ ２ ５ ） 及 び カ ラ ー （ １ ７ ） の テ グ ス 孔 （ ２ ８ ） を 貫 通

し て カ ラ ー （ １ ８ ） の テ グ ス 孔 （ ３ ０ ） に 送 入 さ れ る 。 右 眉 体 （ ３ Ｒ ） の 略 外 端 上 方 に 取

り 付 け ら れ た 右 眉 体 外 端 テ グ ス （ ９ ） は 、 導 入 孔 （ １ ３ ） よ り 頭 部 カ バ ー （ ２ ） 内 部 に 導

入 さ れ 、 カ ラ ー （ １ ８ ） の テ グ ス 孔 （ ３ １ ） に 送 入 さ れ た 後 、 テ グ ス 孔 （ ３ ０ ） に 送 入 さ

れ て い る 左 眉 体 外 端 テ グ ス （ ６ ） と 連 結 さ れ る 。 連 結 さ れ た 連 結 外 端 テ グ ス は 、 側 頭 部 に

設 け ら れ た モ ー タ （ ３ ３ Ｒ ） の モ ー タ 軸 （ ３ ４ ） に 取 り 付 け ら れ た 連 結 板 （ ３ ５ ） に 固 定

さ れ て い る 連 結 ピ ン （ ３ ６ ） に 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

一 方 、 右 眉 体 （ ３ Ｒ ） の 略 内 端 上 方 に 取 り 付 け ら れ た 右 眉 体 内 端 テ グ ス （ ８ ） は 、 導 入 孔

（ １ ２ ） よ り 頭 部 カ バ ー （ ２ ） 内 部 に 導 入 さ れ 、 カ ラ ー （ １ ７ ） の テ グ ス 孔 （ ２ ７ ） に 送

入 さ れ た 後 、 カ ラ ー （ １ ６ ） の テ グ ス 孔 （ ２ ６ ） を 貫 通 し て カ ラ ー （ １ ５ ） の テ グ ス 孔 （

２ ３ ） に 送 入 さ れ る 。 左 眉 体 （ ３ Ｌ ） の 略 内 端 上 方 に 取 り 付 け ら れ た 左 眉 体 内 端 テ グ ス （

７ ） は 、 導 入 孔 （ １ １ ） を よ り 頭 部 カ バ ー （ ２ ） 内 部 に 導 入 さ れ 、 カ ラ ー （ １ ６ ） の テ グ

ス 孔 （ ２ ４ ） に 送 入 さ れ た 後 、 カ ラ ー （ １ ５ ） の テ グ ス 孔 （ ２ ３ ） に 送 入 さ れ 、 テ グ ス 孔

（ ２ ３ ） に 送 入 さ れ て い る 右 眉 体 内 端 テ グ ス （ ８ ） と 連 結 さ れ る 。 連 結 さ れ た 連 結 内 端 テ

グ ス は 、 側 頭 部 に 設 け ら れ た も う 一 方 の モ ー タ （ ３ ３ Ｌ ） の モ ー タ 軸 （ ３ ４ ） に 配 設 さ れ

た 連 結 板 （ ３ ５ ） に 固 定 さ れ て い る 連 結 ピ ン （ ３ ６ ） に 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

モ ー タ 軸 （ ３ ４ ） が 回 転 し 、 連 結 ピ ン （ ３ ６ ） に 連 結 さ れ た テ グ ス を 巻 取 り 或 い は 送 出 し

す る と 、 そ の テ グ ス の 取 り 付 け ら れ た 部 位 の 眉 体 （ ３ ） が 上 下 動 す る 。 右 側 頭 部 側 に あ る
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モ ー タ （ ３ ３ Ｒ ） が 回 転 す る こ と で 、 左 右 眉 体 の 外 側 を 同 時 に 上 下 動 さ せ る こ と が で き 、

左 側 頭 部 側 に あ る モ ー タ （ ３ ３ Ｌ ） が 回 転 す る こ と で 、 左 右 眉 体 の 内 側 を 同 時 に 上 下 動 さ

せ る こ と が で き る 。

眉 体 ガ イ ド （ ５ ） は 、 常 に 眉 体 （ ３ ） を 下 方 に 押 下 げ る 力 を 眉 体 （ ３ ） に 作 用 さ せ て い る

。 そ の た め 、 モ ー タ （ ３ ３ ） に よ っ て 眉 体 （ ３ ） の 両 端 を 上 下 動 さ せ て 、 眉 体 ガ イ ド （ ５

） と の 張 力 バ ラ ン ス を 変 え る こ と で 、 眉 体 を 上 下 或 い は 回 転 さ せ る こ と が で き 、 感 情 を 表

現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

眉 体 （ ３ ） を 保 持 し て い る 眉 体 ガ イ ド （ ５ ） の 終 端 部 は 略 Ｌ 字 状 に 折 曲 さ れ て い る の で 、

眉 体 （ ３ ） が 大 き く 下 方 に 移 動 し た 場 合 や 、 テ グ ス が 切 断 し た 場 合 で あ っ て も 、 眉 体 （ ３

） が 頭 部 カ バ ー （ ２ ） よ り 脱 落 す る こ と は な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

カ ラ ー に 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 等 の 樹 脂 素 材 を 用 い る と 、 カ ラ ー と ガ イ ド 及 び テ グ ス と

の 摩 擦 を 低 減 さ せ て 眉 体 の ス ム ー ズ な 動 作 を 可 能 と し 、 ま た 、 摩 擦 に よ る テ グ ス の 切 断 を

防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

図 ３ な い し １ １ に 、 眉 体 を 動 作 さ せ て 感 情 を 表 現 し た 例 を 示 す 。

眉 体 （ ３ ） の 略 中 心 下 方 に お け る 眉 体 ガ イ ド （ ５ ） の 取 付 位 置 が 眼 体 （ ２ ） の 略 真 上 で 、

か つ 、 眉 体 （ ３ ） が 略 水 平 を 保 っ て い る 図 ４ に 示 す 状 態 が 、 基 本 と な る 通 常 の 表 情 （ ３ ７

） で あ る 。

こ れ に 対 し 、 眉 体 （ ３ ） を 全 体 的 に 上 昇 さ せ る と 、 図 ３ に 示 す 集 中 の 表 情 （ ３ ８ ） に な り

、 眉 体 （ ３ ） を 全 体 的 に 降 下 さ せ る と 、 図 ５ に 示 す 驚 き の 表 情 （ ３ ９ ） に な る 。

通 常 の 表 情 （ ３ ７ ） に 対 し 、 眉 体 （ ３ ） を 外 向 き に 回 転 さ せ る と 、 図 ７ に 示 す 幸 せ の 表 情

（ ４ ０ ） に な る 。 こ れ に 対 し 、 眉 体 （ ３ ） を 全 体 的 に 上 昇 さ せ る と 、 図 ６ に 示 す 悲 し み の

表 情 （ ４ １ ） に な り 、 眉 体 （ ３ ） を 全 体 的 に 降 下 さ せ る と 、 図 ８ に 示 す 至 福 の 表 情 （ ４ ２

） に な る 。

通 常 の 表 情 （ ３ ７ ） に 対 し 、 眉 体 （ ３ ） を 内 向 き に 回 転 さ せ る と 、 図 １ ０ に 示 す 怒 り の 表

情 （ ４ ３ ） に な る 。 こ れ に 対 し 、 眉 体 （ ３ ） を 全 体 的 に 上 昇 さ せ る と 、 図 ９ に 示 す 激 怒 の

表 情 （ ４ ４ ） に な り 、 眉 体 （ ３ ） を 全 体 的 に 降 下 さ せ る と 、 図 １ １ に 示 す 恐 れ の 表 情 （ ４

５ ） に な る 。

以 上 の よ う に 、 目 や 口 な ど を 動 作 さ せ る こ と な く 、 眉 体 の 動 作 の み で 、 多 様 な 感 情 を 豊 か

に 表 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

【 発 明 の 効 果 】

本 発 明 の ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 方 法 及 び 装 置 は 、 上 述 の 構 成 を 備 え る こ と で 、 以 下 の 効 果 を

奏 す る 。

す な わ ち 、 眉 体 の 略 中 心 に 眉 体 を 押 し 下 げ る 眉 体 ガ イ ド と 、 眉 体 の 略 内 端 及 び 外 端 に 眉 体

を 引 き 上 げ る 引 き 上 げ 手 段 と を 備 え る の で 、 眉 体 の 上 下 動 と 回 転 と を 、 簡 易 な 構 成 あ り な

が ら 、 ２ 体 の 引 き 上 げ 手 段 で 司 る こ と が で き る 。

眉 体 に 対 す る 眉 体 ガ イ ド に よ る 作 用 力 と 、 眉 体 に 対 す る ２ 体 の 引 き 上 げ 手 段 に よ る 作 用 力

と を 調 整 す る こ と で 、 眉 体 の 動 作 を 調 整 し て 、 多 様 な 感 情 表 現 を 示 す こ と が 可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ロ ボ ッ ト 感 情 表 現 表 示 装 置 の 正 面 説 明 図

【 図 ２ 】 同 、 平 面 説 明 図

【 図 ３ 】 集 中 の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 ４ 】 通 常 の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 ５ 】 驚 き の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 ６ 】 悲 し み の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 ７ 】 幸 せ の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 ８ 】 至 福 の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図
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【 図 ９ 】 激 怒 の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 １ ０ 】 怒 り の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 図 １ １ 】 恐 れ の 表 情 を 示 す 正 面 説 明 図

【 符 号 の 説 明 】

１         眼 体

２         頭 部 カ バ ー

３         眉 体

４         ス リ ッ ト

５         眉 体 ガ イ ド

６ 、 ７     左 眉 体 外 端 テ グ ス

８ 、 ９     右 眉 体 内 端 テ グ ス

１ ０ ～ １ ３     導 入 孔

１ ４ ～ １ ９     カ ラ ー

２ ０ 、 ２ １     ガ イ ド 孔

２ ２ ～ ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ １    テ グ ス 孔

２ ９ 、 ３ ２     ガ イ ド 孔

３ ３       モ ー タ

３ ４       モ ー タ 軸

３ ５       連 結 板

３ ６       連 結 ピ ン

３ ７       通 常 の 表 情

３ ８       集 中 の 表 情

３ ９       驚 き の 表 情

４ ０       幸 せ の 表 情

４ １       悲 し み の 表 情

４ ２       至 福 の 表 情

４ ３       怒 り の 表 情

４ ４       激 怒 の 表 情

４ ５       恐 れ の 表 情
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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